
こ く ほ 随 想

令
和
７
年
度
予
算
が
成
立
し
た
。
年
末
の
政
府

の
当
初
予
算
案
は
、
社
会
保
障
関
係
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
自
然
増
6
5
0
0
億
円
に
対
し
、
社

会
保
障
関
係
費
の
伸
び
を
実
質
的
に
高
齢
化
に
よ

る
増
加
分
に
抑
え
る
、
い
わ
ゆ
る
目
安
対
応
の
た

め
、
薬
価
改
定
、
高
額
療
養
費
の
見
直
し
等
の
制

度
改
革
・
効
率
化
等
に
よ
り
、1
3
0
0
億
円
程
度

を
抑
制
す
る
と
い
う
昨
年
ま
で
と
同
様
の
ス
キ
ー

ム
の
予
算
案
だ
っ
た
。
他
方
、
今
回
の
予
算
編
成

の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
と
、
昨
年
10
月
の
総
選
挙
に

お
い
て
与
党
が
過
半
数
割
れ
し
た
少
数
与
党
政
権

に
お
け
る
予
算
編
成
で
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
、

教
育
無
償
化
や
高
額
療
養
費
等
に
関
す
る
予
算
の

修
正
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
異
例
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
。

何
事
も
な
く
物
事
が
進
ん
で
い
る
と
き
は
意
識

し
な
い
が
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
が
生
じ
た
と

き
は
、
本
来
の
ル
ー
ル
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
憲

法
と
国
会
法
に
基
づ
き
、
検
証
し
て
み
る
。

ま
ず
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
、
内

閣
の
権
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
義
的
に
は
政
府

の
責
任
に
お
い
て
当
初
予
算
の
作
成
が
行
わ
れ
る

が
、
国
会
に
お
い
て
円
滑
な
成
立
を
期
す
観
点
か

ら
、
通
常
、
予
算
編
成
段
階
か
ら
与
党
と
の
調
整

が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
与
党

の
み
で
は
国
会
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
予
算
編
成
段
階
か
ら
、
一
部
野

党
と
の
協
議
も
行
わ
れ
た
。

次
に
、
国
会
提
出
後
に
予
算
の
修
正
が
行
わ
れ

た
が
、
予
算
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
ル
ー

ル
が
あ
る
。

ま
ず
、
内
閣
が
予
算
を
修
正
す
る
場
合
で
あ
る

が
、
国
会
法
第
59
条
に
お
い
て
は
、
内
閣
が
各
議

院
の
議
案
を
修
正
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
院
の
承

諾
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政

府
が
当
初
予
算
を
修
正
す
る
場
合
に
は
、
衆
議
院

の
承
諾
を
得
た
上
で
修
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

次
に
、
国
会
が
予
算
を
修
正
す
る
場
合
で
あ
る

が
、
国
会
法
第
57
条
の
２
に
お
い
て
は
、
国
会
に

お
け
る
予
算
に
係
る
修
正
の
動
議
、
同
法
第
57
条

の
３
に
お
い
て
は
、
国
会
に
よ
る
予
算
の
増
額
修

正
に
係
る
内
閣
に
対
す
る
意
見
の
聴
取
規
定
が
お

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
を
踏
ま
え
る
と
、

国
会
修
正
に
よ
り
、
予
算
の
増
額
を
含
め
予
算
の

修
正
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

過
去
に
、
国
会
の
増
額
修
正
に
関
し
て
、
予
算
提

案
権
は
憲
法
上
内
閣
の
専
権
事
項
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
提
案
権
を
害
す
る
よ
う
な
修
正
は
で
き
な
い

と
の
政
府
の
国
会
答
弁
が
あ
る
。

今
回
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
衆
議
院
に
お

い
て
、
政
府
の
当
初
予
算
を
、
増
額
で
は
な
く
減

額
す
る
国
会
修
正
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
こ

う
し
た
規
定
や
見
解
も
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
国
会
法
第
83
条
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

少
数
与
党
政
権
に
お
け
る
予
算
編
成

医
療
経
済
研
究
機
構 

政
策
推
進
部

国
際
長
寿
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員濵

谷　

浩
樹
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濵谷　浩樹
HIROKI HAMAYA

一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 
医療経済研究機構 政策推進部 
国際長寿センター客員研究員
東京海上日動火災保険株式会社 顧問
元厚生労働省保険局長
生年月日　1963年3月30日
出身地　　北海道

【学歴】
1985年  3月　東京大学法学部卒業

【職歴】
1985年  4月　厚生省入省
1999年  8月　厚生省保険局企画課
2000年  7月　厚生省大臣官房政策課
2001年  1月　 内閣官房行政改革推進事務局 

特殊法人等改革推進室企画官
2002年  8月　 厚生労働省社会・援護局福祉基盤課 

福祉人材確保対策官
2004年  7月　厚生労働省保険局総務課老人医療企画官
2006年  9月　 厚生労働省年金局企業年金・ 

国民年金基金課長
2008年  7月　文部科学省初等中等教育局幼児教育課長
2011年  7月　厚生労働省保険局国民健康保険課長
2012年  9月　厚生労働省保険局総務課長
2013年  7月　厚生労働省大臣官房参事官（人事担当）
2014年  7月　厚生労働省大臣官房人事課長
2015年10月　 厚生労働省大臣官房審議官 

（老健、障害福祉担当）
2016年  6月　 厚生労働省大臣官房審議官 

（医療介護連携担当）
2017年  7月　厚生労働省老健局長
2018年  7月　厚生労働省子ども家庭局長
2019年  7月　厚生労働省保険局長
2022年  6月　厚生労働省退職
2022年11月　東京海上日動火災保険株式会社 顧問
2022年12月　 一般財団法人 医療経済研究・ 

社会保険福祉協会 
医療経済研究機構 政策推進部 
国際長寿センター客員研究員

参
議
院
に
お
い
て
議
案
を
修
正
し
た
場
合
、
衆
議

院
に
回
付
し
衆
議
院
が
同
意
の
有
無
を
議
決
す
る

こ
と
、
同
法
第
85
条
に
お
い
て
は
、
予
算
に
つ
い

て
、
衆
議
院
に
お
い
て
参
議
院
の
回
付
案
に
同
意

し
な
か
っ
た
と
き
は
、
衆
議
院
は
、
両
院
協
議
会

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
憲
法
上
、
両
院
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見

が
一
致
し
な
い
と
き
又
は
参
議
院
が
衆
議
院
の
可

決
し
た
予
算
を
受
け
取
っ
た
後
30
日
以
内
に
議
決

し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決

と
な
る
。

今
回
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
に
お
い
て

予
算
額
は
同
額
の
予
算
の
再
修
正
を
行
っ
た
上
で

30
日
以
内
に
議
決
し
、
回
付
を
受
け
た
衆
議
院
が

こ
れ
に
同
意
し
た
こ
と
か
ら
、
参
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

予
算
は
年
度
内
に
成
立
し
た
が
、
地
方
自
治
体

や
保
険
者
に
お
い
て
は
、
通
常
、
年
末
の
政
府
当

初
予
算
案
を
基
に
予
算
編
成
や
シ
ス
テ
ム
改
修
の

準
備
等
を
進
め
て
お
り
、
国
会
修
正
は
、
こ
う
し

た
実
務
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

予
算
の
国
会
修
正
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
け

る
熟
議
の
結
果
で
あ
り
、
民
主
主
義
が
機
能
し
て

い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
会
審

議
に
お
い
て
は
、
実
施
時
期
な
ど
実
務
へ
の
影
響

も
考
慮
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

�

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

プロフィール
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